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受信設備群

受信設備数

＜施設規模の算出＞ 

 施設規模 ＝（引込端子数）－（受信設備群数）＋（受信設備数） 

上記施設の場合・・・ 

 引込端子数２８ 

 受信設備群数 １ 

 受信設備数 １３ 

 施設規模 ４０（＝２８－１＋１３） 

  ※タップオフの種類 

    ２分岐器 ２台（端子数の合計＝ ４） 

    ４分岐器 ３台（端子数の合計＝１２） 

    ４分配器 ３台（端子数の合計＝１２、うち１端子は予備端子） 

 

※加入世帯数は、施設の規模－予備端子数により算出（４０－１＝３９） 

ブロックダイヤグラムおよび施設規模の算出例
（同軸ケーブルを使用する施設規模４０、加入世帯数３９の共同受信施設の場合） 

＜ヘッドエンド＞ 
13,17,19,21,24,28ch 

～ 

受信空中線 

前置増幅器 

ＯＦＤＭヘッドアンプ 

電源挿入器 

ＨＥ 

ＴＢＡ 

ＥＡ 

タップオフ 
（4分配器） 

タップオフ 
（4分岐器） 

タップオフ 
（2分岐器） 

保安器 

ＨＥ ：ヘッドエンド 

ＴＢＡ：幹線分岐増幅器 

ＥＡ ：延長増幅器 

１分岐器（施設規模には含めない 


